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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】第１部材及び第２部材の直交した面に加え、第
１部材及び第２部材の側面も接続することにより十分な
構造体の補強を図ることができる構造体の補強具を提供
する。
【解決手段】一方向に延設された第１部材と、他方向に
延設された第２部材とを有し、第１部材及び第２部材が
略直交した状態で組み付けられた構造体の補強具におい
て、第１部材及び第２部材が組み付けられて成る直交し
た面に沿って略Ｌ字状に延設され、当該第１部材及び第
２部材にそれぞれ接続可能とされた本体部１と、該本体
部１に対して一体的に形成されるとともに、当該本体部
１から突出して延設された延設部２ａを有し、当該延設
部２ａが第１部材及び第２部材の側面まで延びて当該側
面に接続可能とされた側面部２とを具備したものである
。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一方向に延設された第１部材と、他方向に延設された第２部材とを有し、前記第１部材
及び第２部材が略直交した状態で組み付けられた構造体の補強具において、
　前記第１部材及び第２部材が組み付けられて成る直交した面に沿って略Ｌ字状に延設さ
れ、当該第１部材及び第２部材にそれぞれ接続可能とされた本体部と、
　該本体部に対して一体的に形成されるとともに、当該本体部から突出して延設された延
設部を有し、当該延設部が前記第１部材及び第２部材の側面まで延びて当該側面に接続可
能とされた側面部と、
を具備したことを特徴とする構造体の補強具。
【請求項２】
　前記本体部は、前記第１部材の延設方向に延びる第１延設部と、前記第２部材の延設方
向に延びる第２延設部とを有し、これら第１延設部及び第２延設部にて略Ｌ字状とされる
とともに、前記側面部は、前記第１延設部と第２延設部とに跨がって延設された板状部材
から成ることを特徴とする請求項１記載の構造体の補強具。
【請求項３】
　前記本体部は、前記第１部材及び第２部材に接続した状態で当該第１部材の側面及び第
２部材の側面に対して略面一となる折り曲げ部を有するとともに、前記側面部は、当該折
り曲げ部に固定されて一体化されたことを特徴とする請求項１又は請求項２記載の構造体
の補強具。
【請求項４】
　前記本体部及び側面部は、それぞれネジ孔又は釘孔が形成され、当該ネジ孔又は釘孔に
挿通されたネジ又は釘によって前記第１部材又は第２部材に対して接続されることを特徴
とする請求項１～３の何れか１つに記載の構造体の補強具。
【請求項５】
　前記第１部材及び第２部材を有する構造体は、建築物であることを特徴とする請求項１
～４の何れか１つに記載の構造体の補強具。
【請求項６】
　前記第１部材及び第２部材を有する構造体は、家具であることを特徴とする請求項１～
４の何れか１つに記載の構造体の補強具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、一方向に延設された第１部材と、他方向に延設された第２部材とを有し、こ
れら第１部材及び第２部材が略直交した状態で組み付けられた構造体の補強具に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　複数の部材を組み付けて成る建築物等の構造体は、上下に延びる第１部材と左右に延び
る第２部材とが直交した状態で組み付けられた部位を有しており、かかる直交部に補強具
を取り付けることにより、耐震等を目的とする補強が図られていた。従来の補強具は、例
えば特許文献１に開示されているように、第１部材及び第２部材が組み付けられて成る直
交した面に沿って延設された略Ｌ字状の金属製部材から成り、これら第１部材及び第２部
材にそれぞれボルト等により固定されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－５０５３５号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、上記従来技術においては、第１部材及び第２部材の直交した面同士の接
続を行っているものの、これら第１部材及び第２部材の側面に対する接続がなされていな
いため、構造体を十分に補強することができないという問題があった。なお、このような
問題は、建築物に限らず、第１部材及び第２部材が略直交した状態で組み付けられる他の
構造体（例えば家具等）の補強具についても同様に生じるものである。
【０００５】
　本考案は、このような事情に鑑みてなされたもので、第１部材及び第２部材の直交した
面に加え、第１部材及び第２部材の側面も接続することにより十分な構造体の補強を図る
ことができる構造体の補強具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の考案は、一方向に延設された第１部材と、他方向に延設された第２部材
とを有し、前記第１部材及び第２部材が略直交した状態で組み付けられた構造体の補強具
において、前記第１部材及び第２部材が組み付けられて成る直交した面に沿って略Ｌ字状
に延設され、当該第１部材及び第２部材にそれぞれ接続可能とされた本体部と、該本体部
に対して一体的に形成されるとともに、当該本体部から突出して延設された延設部を有し
、当該延設部が前記第１部材及び第２部材の側面まで延びて当該側面に接続可能とされた
側面部とを具備したことを特徴とする。
【０００７】
　請求項２記載の考案は、請求項１記載の構造体の補強具において、前記本体部は、前記
第１部材の延設方向に延びる第１延設部と、前記第２部材の延設方向に延びる第２延設部
とを有し、これら第１延設部及び第２延設部にて略Ｌ字状とされるとともに、前記側面部
は、前記第１延設部と第２延設部とに跨がって延設された板状部材から成ることを特徴と
する。
【０００８】
　請求項３記載の考案は、請求項１又は請求項２記載の構造体の補強具において、前記本
体部は、前記第１部材及び第２部材に接続した状態で当該第１部材の側面及び第２部材の
側面に対して略面一となる折り曲げ部を有するとともに、前記側面部は、当該折り曲げ部
に固定されて一体化されたことを特徴とする。
【０００９】
　請求項４記載の考案は、請求項１～３の何れか１つに記載の構造体の補強具において、
前記本体部及び側面部は、それぞれネジ孔又は釘孔が形成され、当該ネジ孔又は釘孔に挿
通されたネジ又は釘によって前記第１部材又は第２部材に対して接続されることを特徴と
する。
【００１０】
　請求項５記載の考案は、請求項１～４の何れか１つに記載の構造体の補強具において、
前記第１部材及び第２部材を有する構造体は、建築物であることを特徴とする。
【００１１】
　請求項６記載の考案は、請求項１～４の何れか１つに記載の構造体の補強具において、
前記第１部材及び第２部材を有する構造体は、家具であることを特徴とする。
【考案の効果】
【００１２】
　請求項１の考案によれば、第１部材及び第２部材が組み付けられて成る直交した面に沿
って略Ｌ字状に延設され、当該第１部材及び第２部材にそれぞれ接続可能とされた本体部
と、該本体部に対して一体的に形成されるとともに、当該本体部から突出して延設された
延設部を有し、当該延設部が第１部材及び第２部材の側面まで延びて当該側面に接続可能
とされた側面部とを具備したので、第１部材及び第２部材の直交した面に加え、第１部材
及び第２部材の側面も接続することにより十分な構造体の補強を図ることができる。
【００１３】
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　請求項２の考案によれば、本体部は、第１部材の延設方向に延びる第１延設部と、第２
部材の延設方向に延びる第２延設部とを有し、これら第１延設部及び第２延設部にて略Ｌ
字状とされるとともに、側面部は、第１延設部と第２延設部とに跨がって延設された板状
部材から成るので、側面部が、第１部材及び第２部材の側面に対する補強機能と補強具に
おけるすじかいとしての機能とを兼用させることができ、構造体の補強をより十分に図る
ことができる。
【００１４】
　請求項３の考案によれば、本体部は、第１部材及び第２部材に接続した状態で当該第１
部材の側面及び第２部材の側面に対して略面一となる折り曲げ部を有するとともに、側面
部は、当該折り曲げ部に固定されて一体化されたので、折り曲げ部による補強具の強度の
向上に加えて、本体部と側面部とをより強固に一体化させることができる。
【００１５】
　請求項４の考案によれば、本体部及び側面部は、それぞれネジ孔又は釘孔が形成され、
当該ネジ孔又は釘孔に挿通されたネジ又は釘によって第１部材又は第２部材に対して接続
されるので、汎用的なネジ又は釘によって接続が可能とされ、補強作業を容易に行わせる
ことができる。
【００１６】
　請求項５の考案によれば、第１部材及び第２部材を有する構造体は、建築物であるので
、構造体の補強をより十分に図ることができる。
【００１７】
　請求項６の考案によれば、第１部材及び第２部材を有する構造体は、家具であるので、
家具の補強をより十分に図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の実施形態に係る構造体の補強具を示す斜視図
【図２】同構造体の補強具を示す斜視図
【図３】同構造体の補強具を示す３面図
【図４】同構造体の補強具が構造体に取り付けられた状態を示す斜視図
【図５】同構造体の補強具が構造体に取り付けられた状態を示す断面図
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本考案の実施形態について図面を参照しながら具体的に説明する。
　本実施形態に係る構造体の補強具は、家屋等の木造建築物を補強するためのもので、図
４に示すように、一方向に延設された第１部材Ｈと、他方向に延設された第２部材Ｋとを
有し、第１部材Ｈ及び第２部材Ｋが略直交した状態で組み付けられた構造体を補強するた
めの補強具Ｔから成る。なお、本実施形態においては、第１部材Ｈ及び第２部材Ｋは、木
材から成るものとされており、これらを組み合わせて木造の建築物が構成されている。
【００２０】
　かかる補強具Ｔは、金属（例えば鉄）など高剛性材料から成るもので、図１～３に示す
ように、第１部材Ｈ及び第２部材Ｋが組み付けられて成る直交した面（図４で示される面
Ｈａ及び面Ｋａ）に沿って略Ｌ字状に延設され、当該第１部材Ｈ及び第２部材Ｋにそれぞ
れ接続可能とされた本体部１と、本体部１に対して一体的に形成されるとともに、第１部
材Ｈ及び第２部材Ｋの側面（図４で示される面Ｈｂ及び面Ｋｂ）まで延び、当該側面に接
続可能とされた側面部２とを具備したものである。
【００２１】
　本体部１は、第１部材Ｈの延設方向αに延びる第１延設部１ａと、第２部材Ｋの延設方
向βに延びる第２延設部１ｂとを有し、これら第１延設部１ａ及び第２延設部１ｂにて略
Ｌ字状とされた一体部材から成るものである。また、本体部１は、第１部材Ｈ及び第２部
材Ｋに接続した状態で当該第１部材Ｈの側面Ｈｂ及び第２部材Ｋの側面Ｋｂに対して略面
一となる折り曲げ部１ｃ（図５参照）を有している。この折り曲げ部１ｃは、例えば本体
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部１をプレス加工することにより形成されている。
【００２２】
　側面部２は、本体部１に対して一体的に形成されるとともに、当該本体部１から突出し
て延設された延設部（２ａ、２ａ）を有し、当該延設部（２ａ、２ａ）が第１部材Ｈ及び
第２部材Ｋの側面（Ｈｂ、Ｋｂ）まで延びて当該側面に接続可能とされている。特に、本
実施形態に係る側面部２は、第１延設部１ａと第２延設部１ｂとに跨がって延設された板
状部材から成るとともに、本体部１に形成された折り曲げ部１ｃに固定されて一体化され
ている。本実施形態に係る側面部２は、本体部１に対して溶接等により一体化されている
が、例えばネジ等の汎用の締結具による一体化であってもよく、或いは鋳造により本体部
１と側面部２とを一体成形するようにしてもよい。
【００２３】
　さらに、本体部１及び側面部２は、それぞれネジ孔ａ（又は釘孔）が形成され、当該ネ
ジ孔ａ（又は釘孔）に挿通されたネジｎ（又は釘）によって第１部材Ｈ又は第２部材Ｋに
対して接続されるようになっている。具体的には、本体部１の第１延設部１ａ及び第２延
設部１ｂの各先端部において、ネジ孔ａが２つずつ形成されるとともに、側面部２の突端
部である延設部（２ａ、２ａ）にそれぞれネジ孔ａが２つずつ形成されており、ネジｎ（
又は釘）が挿通して構造体と接続可能とされている。
【００２４】
　しかるに、第１部材Ｈと第２部材Ｋとが略直交した状態で組み付けられた構造体に取り
付ける際、図４に示すように、第１部材Ｈの面Ｈａに沿うように第１延設部１ａを当接さ
せるとともに、第２部材Ｋの面Ｋａに沿うように第２延設部１ｂを当接させ、且つ、側面
部２の延設部（２ａ、２ａ）を第１部材Ｈの側面Ｈｂ及び第２部材Ｋの側面Ｋｂにそれぞ
れ当接させて位置決めする。
【００２５】
　そして、かかる位置決めがなされた後、本体部１のネジ孔ａにネジｎ（木ねじ等）を挿
通させて当該本体部１と第１部材Ｈの面Ｈａ及び第２部材Ｋの面Ｋａとを接続するととも
に、側面部２の延設部２ａのネジ孔ａにネジｎ（木ねじ等）を挿通させて当該側面部２と
第１部材Ｈの側面Ｈｂ及び第２部材Ｋの側面Ｋｂとを接続することにより、補強具Ｔを構
造体の角部に取り付けることができ、構造体である家屋等の建築物を補強することができ
る。
【００２６】
　なお、補強具Ｔは、構造体の複数の部位に取り付けてもよく、或いは単一の部位に取り
付けてもよい。また、本実施形態に係る側面部２の略中央部分には、ネジ孔ａと同様のネ
ジ孔ｂが形成されており、構造体である建築物の一部を構成する「すじかい」に対して、
ネジ孔ｂを介してネジや釘等による固定が可能とされている。これにより、構造体の補強
をより強固に行わせることができる。
【００２７】
　上記実施形態によれば、第１部材Ｈ及び第２部材Ｋが組み付けられて成る直交した面に
沿って略Ｌ字状に延設され、当該第１部材Ｈ及び第２部材Ｋにそれぞれ接続可能とされた
本体部１と、該本体部１に対して一体的に形成されるとともに、当該本体部１から突出し
て延設された延設部２ａを有し、当該延設部２ａが第１部材Ｈ及び第２部材Ｋの側面（Ｈ
ｂ、Ｋｂ）まで延びて当該側面に接続可能とされた側面部２とを具備したので、第１部材
Ｈ及び第２部材Ｋの直交した面（Ｈａ、Ｋａ）に加え、第１部材Ｈ及び第２部材Ｋの側面
（Ｈｂ、Ｋｂ）も接続することにより十分な構造体の補強を図ることができる。
【００２８】
　また、本実施形態に係る本体部１は、第１部材Ｈの延設方向αに延びる第１延設部１ａ
と、第２部材Ｋの延設方向βに延びる第２延設部１ｂとを有し、これら第１延設部１ａ及
び第２延設部１ｂにて略Ｌ字状とされるとともに、側面部２は、第１延設部１ａと第２延
設部１ｂとに跨がって延設された板状部材から成るので、側面部２が、第１部材Ｈ及び第
２部材Ｋの側面（Ｈｂ、Ｋｂ）に対する補強機能と補強具Ｔにおける「すじかい」として
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【００２９】
　さらに、本実施形態に係る本体部１は、第１部材Ｈ及び第２部材Ｋに接続した状態で当
該第１部材Ｈの側面Ｈｂ及び第２部材Ｋの側面Ｋｂに対して略面一となる折り曲げ部１ｃ
を有するとともに、側面部２は、当該折り曲げ部１ｃに固定されて一体化されたので、折
り曲げ部１ｃによる補強具Ｔの強度の向上に加えて、本体部１と側面部２とをより強固に
一体化させることができる。
【００３０】
　またさらに、本実施形態に係る本体部１及び側面部２は、それぞれネジ孔ａ（又は釘孔
）が形成され、当該ネジ孔ａ（又は釘孔）に挿通されたネジｎ（又は釘）によって第１部
材Ｈ又は第２部材Ｋに対して接続されるので、汎用的なネジｎ又は釘によって接続が可能
とされ、補強作業を容易に行わせることができる。特に、本実施形態によれば、第１部材
Ｈ及び第２部材Ｋを有する構造体は、木造家屋等の建築物であるので、構造体の補強をよ
り十分に図ることができる。
【００３１】
　以上、本実施形態について説明したが、本考案はこれに限定されず、補強の対象は、他
の種々構造体であってもよく、例えば第１部材及Ｈ及び第２部材Ｋを有する家具であって
もよい。このように、補強の対象として第１部材及Ｈ及び第２部材Ｋを有する家具とすれ
ば、家具の補強をより十分に図ることができる。また、上記実施形態においては、木造の
建築物を補強するものとされているが、他の建築物（例えば鉄筋の構造物等）としてもよ
い。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　第１部材及び第２部材が組み付けられて成る直交した面に沿って略Ｌ字状に延設され、
当該第１部材及び第２部材にそれぞれ接続可能とされた本体部と、該本体部に対して一体
的に形成されるとともに、当該本体部から突出して延設された延設部を有し、当該延設部
が第１部材及び第２部材の側面まで延びて当該側面に接続可能とされた側面部とを具備し
た構造体の補強具であれば、外観形状が異なるもの或いは他の機能が付加されたもの等に
も適用することができる。
【符号の説明】
【００３３】
１　本体部
１ａ　第１延設部
１ｂ　第２延設部
１ｃ　折り曲げ部
２　側面部
２ａ　延設部
Ｈ　第１部材
Ｋ　第２部材
Ｈｂ　側面
Ｋｂ　側面
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